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研究成果の概要（和文）：われわれは，「日独法学交渉史の総合的研究」（課題番号24330006）と題する申請者らの共
同研究において，R. Hartmannの二つの研究（Lexikon Japans Studierende -Japans Studierende in Deutschland 186
8 - 1914, 2002および Japanische Studenten an der Berliner Universitaet 1920 - 1945, 2003）に基づき，このリ
ストにある明治期から第二次大戦終結までの法学の分野における日本人留学生260余名について，包括的に調査をおこ
なった。

研究成果の概要（英文）：We have studied comprehensively　about 260 Japanese lawyers included in the two 
lists of R. Hartmann (Lexikon Japans Studierende -Japans Studierende in Deutschland 1868 - 1914, 2002 and 
Japanische Studenten an der Berliner Universitaet 1920 - 1945, 2003) who learned in German University 
from Meiji Era to eraly Syowa.

研究分野： ドイツ法

キーワード： 法学継受　日独法学交渉史　比較法文化

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 幕末の修好条約の締結以来150年を経た日
独交流の歴史のうえで，法学の領域における
交流は，最も重要なものの一つであるにもか
かわらず，これまで本格的な歴史研究は行わ
れてきたとはいえない。近年，一般歴史学に
おいて日独関係史に関する日本とドイツの
共同研究の進展は著しいが，これに法学の立
場から参加した研究も，寡聞にして知らない。
しかし，ドイツ法学の日本法に対する持続的
影響の大きさからすれば，このような研究は
必要にして不可欠である。そこで本研究は，
明治初年より第二次世界大戦終結までの，日
独法律家の交流の歴史を明らかにしようと
したものである。 
２．研究の目的 
 本研究は，明治初年より第二次世界大戦終
結までの，日独法律家の交流の歴史を明らか
にしようとするものである。日本人留学生の
実態を解明するとともに，ドイツ法学の日本
法に対する影響を，単なる継受ではなく法文
化移転についての比較法文化的観点から考
察する。 
３．研究の方法 
 このような研究のための手がかりは，R. 
Hartmann の二つの研究（Lexikon Japans 
Studierende -Japans Studierende in 
Deutschland 1868 –1914, 2002 お よ び 
Japanische Studenten an der Berliner 
Universitaet 1920 – 1945, 2003）によって
与えられた。そこには 1868 年から 1945 年ま
での，ドイツにおける日本人留学生の留学期
間，受け容れ大学，専攻科目，滞在中の住所，
帰国後の経歴, 学問的業績が簡略ながら記
載され，その数は数百に及ぶ。この一連の研
究は，その包括性において類をみないものと
なっている，ただ，その記載には日本側の資
料にてらしてみれば，誤りや不適切な点も見
受けられ，今後の訂正を必要とする箇所が少
なからず，存在することは否定できない。 
 他方，この問題はこれまでわが国の法学の
領域では，主として日本側からのドイツ法
「継受」の問題として考察されてきた。学説
史的研究でドイツ法との関係を扱ったもの
は別にして，北川善太郎『日本法学の歴史と
理論』（1968 年）が，最も重要な業績である
ということができる。しかし，近時は，社会
思想史的背景に踏み込んでドイツ法学の受
容を考察しようとするものがあらわれるに
至っている。本研究の共同研究者のうち，石
部雅亮「穂積陳重と比較法学」（滝沢正編『比
較法学の課題と展望』2001 年），岩野英夫「ワ
イマ−ル期法学教育改革と法史学 栗生武夫
の体験を追体験する」（同法267号，2001年），
同「栗生武夫の法律観について」(同法 257
号，1998)，大中有信「我妻榮の所有権論と
ドイツ法学  (特集 日本にとってのドイツ
法学とは? 民事法の場合) 」（民商 132 巻 4・
5 号，2005 年），守矢健一「日本における解
釈構成探求の一例―磯村哲の法理論の形成

過程」（松本博之ほか編『法発展における法
ドグマーティクの意義』2011 年）などの試み
がそれである。本研究は，上記の研究業績を
基礎に，日本人研究者が留学時およびその後
の研究経歴のなかでどのような法学説に接
し，どのようにそれを摂取したかを追跡する。
したがって，学説の継受にとどまらず，法文
化移転の，比較法文化的考察となるべきもの
である。 
 また日本人留学生のリストからすれば，帰
国後大学における法学の研究教育に携わっ
たものは，そのうちの一部にすぎない。むし
ろ，行政官・司法官としての経歴を辿った者
の方が多い。彼らの事跡を明らかにすること
によって，日本における法制官僚という国家
の中軸を成す層の構造を明らかにし，それに
とってドイツの法制度ならびに文化がどの
ような意味を持ったかを考察しなければな
らない。例えば，デルンブルヒ・ドイツ民法
論の翻訳者であり，後の行政裁判所の創設と
発展に深く関わった山脇玄などその典型で
ある（共同研究者である小野博司の研究
「1920 年代における行政裁判制度改革構想
の意義」『法制史研究』58 号（2009 年）参照）。
このような人的領域については，その実際上
の重要性に比べ，ドイツ法継受の研究におい
て従来必ずしも目を向けてこられなかった
面がある。 
 そこで上記の研究動向およびこれまでの
申請者等の研究成果をもとに，本研究におい
ては，ア）ドイツ法学と日本法学の相互の人
的交流，イ）ドイツにおける日本人留学生の
研究動向と，ウ）その後の法学理論の展開を
解明し，エ）その歴史的，思想史的背景と意
義を明らかにすることで，オ）日独の法学に
おける交渉が果たした双方的な役割と意義
を実証的かつ比較法文化的に研究する 
４．研究成果 
 留学生に関する基本的なデータについて
は，ほぼデータベースとして整理を終え，ウ
ェッブ上で近日中に公開する予定である。 
 また，基本データから読み取れる日独法学
交渉史の諸特徴，また代表的な日本法学者の
制度史・理論史的意義については，「日独法
学交渉史の再定位」と題し，上記共同研究の
最終年にあたる平成 26 年 12 月 20 日，同志
社大学において法制史学会近畿部会と共催
でシンポジウムを開催し，このシンポジウム
において研究成果の一端を公表するととも
に，広く専門的討議をおこなった。そこでは
この研究の共同研究者である小野博司が研
究の全体的成果について外観を与えるとと
もに山脇弦を中心に行政法学を，的場かおり
が末岡精一を中心として憲法学を，高橋直人
が岡田庄作と鳥居誠哉を中心として刑法学
を，石部雅亮，大中有信が私法学について議
論をおこなうとともに，申請者が神戸寅次郎
と大久保利武を中心として，ドイツにおける
日本人法学者の活動についてその特質と影
響範囲について報告をおこなった。 



 これらの報告は，これを敷衍し，さらに他
の共同研究者の論稿も集めた上で，平成 27
年度中に一書にまとめ『日独法学交渉史の再
定位』と題し，ウェッブ上に公開するデータ
ベースの概要を付した上で，日本で公刊する
とともにその翻訳を同時期にドイツにおい
ても公刊する。 
 以上の共同研究は，従来のドイツ法継受研
究に対して新たな視角を提供するものとな
ると考えられる。①第 1に，従来まったくな
されてこなかった留学生の実態に関する全
体的かつ実証的研究と基礎的資料のデータ
ベース化によって，この領域の基礎となる資
料を広く学界ならびに一般公衆の共有財産
が形成されることとなった。②第 2に，①の
データを分析すると，従来焦点が当てられて
きた学説継受のみならず，とりわけ法制官僚，
裁判官の留学が，政府による国策的な制度導
入，政策立案及び立法，さらには法実務慣行
といった，日本法のきわめて多くの局面で決
定的な影響を与えたことが明らかになる。③
第三に，留学生を中心とするドイツ法の受容
は，大きく言って三つの時期的・内容的な段
階があることが判明してきた。第 1は，明治
初年から 20 年代までの法制度整備の時期で
あり，まさにドイツ法が制度として導入され
ていった時期，第 2 は，明治 20 年代後半か
ら大正期までの既に導入した制度のより詳
細な分析にかかる学説継受期，さらに第 3に
大正期から昭和初期であり政策立案のため
にドイツの制度を参照対象として研究し批
判的に導入する傾向が顕著であり，いわば比
較法対象としてのドイツ法受容の時代へと
変化する。 
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